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　７月２日、上対馬町の三宇田浜海水浴場を
スタート・ゴール地点に、第10回国境マラソ
ンIN対馬が開催されました。
　今回は国内外から1,138人（対馬市内764人、
島外292人、韓国82人）が参加しました。
　平成８年に開かれた第１回大会の参加者数
は836人（うち韓国28人）でしたが、回を重ねる
ごとに参加者も順調に増え、第５回大会から
はつねに1,000人を超える規模の大会へと成長。
対馬を代表するイベントとしてすっかり定着
しました。
　毎年雨に見舞われることの多いこの大会で
すが、今年は晴天に恵まれ、ランナー達は初
夏の気持ちよい潮風を体に感じながら、自分
にあったペースで国境の町を駆け抜けていま
した。
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福岡市

美津島町
加志

厳原町
久田

韓国

1時間8分38秒

1時間12分48秒

1時間20分21秒

1時間24分16秒

古賀孝志�

土肥正幸�

内山徳博�

LEE JUNG SOOK

男子39歳以下
（高校生以上）

男子40歳代

男子50歳以上

女子
（高校生以上）

ハーフマラソン（21.0975ｋｍ )（一般）� 記録�
こ　 が　たか し

ど　 い まさゆき

うち やま とく ひろ

イ ジュン スク

上対馬町
比田勝

上対馬町
大増

厳原町
小浦

山口県
防府市

16分29秒

19分53秒

20分57秒

25分47秒

武末真輔�

�
糸瀬成範�

田村　望�

橋本紀江�

男子39歳以下
　（高校生以上）

男子40歳以上

女子39歳以下
　（高校生以上）

女子40歳以上

5.0km（一般）� 記録�
たけすえ しんすけ

いと せ しげ　のり

はしもと とし え

た　むら　　　のぞみ

上対馬町
比田勝

佐賀県
鳥栖市

厳原町
小浦

福岡県
北九州市

34分49秒

35分51秒

51分17秒

52分20秒

俵屋義雄�

鳥飼重友�

友松貴子�

村井真由美�

男子39歳以下
　（高校生以上）

男子40歳以上

女子39歳以下
　（高校生以上）

女子40歳以上

10.0 ｋｍ （一般）� 記録�
たわら や よし お

むら い ま　ゆ　み

とりかいしげとも

とも まつ たか こ

美津島町
　知

上対馬町
西泊

美津島町
大船越

厳原町
宮谷

9分58秒

12分01秒

11分03秒

★11分41秒

川上健一郎�

修 行 大 志 �

城臺隆光�

金成育実�

中学生（男）

一般男子49歳以下
　（高校生以上）

一般男子50歳以上

一般女子
　（高校生以上）

3.0 ｋｍ 記録�
かわかみけんいちろう

峰町櫛 11分52秒八坂奈美�中学生（女）
や　さか な　み

しゅぎょうたい　し

か　なり いく み

じょうだいたかみつ

豊玉町仁位

厳原町久田

厳原町西里

上県町佐須奈

８分21秒

★7分38秒

7分04秒

7分41秒

松尾優花�

横山七海�

早田太一�

山口真奈�

小学４年（女）

小学５年（女）

小学６年（男）

小学６年（女）

2.0 ｋｍ 記録�

まつ　お　 ゆ　　か

上県町佐護 ８分02秒阿比留和弘�小学４年（男）
あ び る かずひろ

厳原町久田 ★7分19秒松原弘輝�小学５年（男）
まつ ばら ひろ　き

よこ やま なな　み

やま ぐち ま　 な

そう　だ　 た　いち

奇
抜
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で�

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
も
、�

こ
の
大
会
な
ら
で
は�

メ
キ
シ
コ
五
輪
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
君
原
健
二
さ
ん
も
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。�

元
気
よ
く
選
手
宣
誓
を
行
っ
た�

森
山
成
人
く
ん
（
比
田
勝
小
）�

笑顔でゴールする参加者�

み う だ

な
り
と

★
は
大
会
新
記
録�

 国境マラソンIN対馬 ～国内外から1,138人参加～�
�

 国境マラソンIN対馬 ～国内外から1,138人参加～�
�

 国境マラソンIN対馬 ～国内外から1,138人参加～�
�
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一
般
男
子
（
39
歳
以
下
）
の
部
で
優
勝
し

た
古
賀
孝
志
さ
ん
（
23
歳
　
九
電
工
本
社
勤

務
）
は
、
10
歳
の
頃
か
ら
長
距
離
を
続
け
て

お
り
東
海
大
学
時
代
に
は
箱
根
駅
伝
に
出
場

し
た
実
績
を
持
つ
実
力
派
。
「
今
日
は
気
温

が
高
く
暑
か
っ
た
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
多
い

タ
フ
な
コ
ー
ス
だ
っ
た
が
、
海
が
見
え
て
気

持
ち
よ
か
っ
た
。
沿
道
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
の
声
援
が
聞
こ
え
て
嬉
し
か
っ
た
。
こ

の
優
勝
を
ス
テ
ッ
プ
に
マ
ラ
ソ
ン
で
日
本
を

代
表
す
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
10
周
年
の
記
念
大
会
と
い
う
こ
と

で
、
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
過
去
の

大
会
で
の
競
技
写
真
を
展
示
し
た
写
真
展
と

前
夜
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
７
時
半
よ
り
開
催
さ
れ
た
前
夜
祭
で

は
、
初
回
か
ら
連
続
出
場
し
て
い
る
ラ
ン
ナ

ー
や
、
今
回
最
も
遠
い
場
所
か
ら
参
加
し
た

ラ
ン
ナ
ー
（
沖
縄
県
那
覇
市
）
へ
遠
来
賞
な

ど
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
舞
台
で
は
、
地
元
住
民
に
よ
る
郷
土

芸
能
、
日
本
舞
踊
、
太
鼓
の
演
奏
等
が
披
露

さ
れ
る
中
、
北
九
州
市
役
所
の
職
員
で
、
美

空
ひ
ば
り
の
も
の
真
似
で
有
名
な
「
大
川
ひ

ば
り
」
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
が
開
か
れ
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
前
夜
を
楽
し
く
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

●
声
援
に
励
ま
さ
れ
た
ラ
ン
ナ
ー�

　
コ
ー
ス
沿
道
で
は
、
地
元
住
民
が
日
韓
の

国
旗
を
振
り
な
が
ら
「
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば

れ
」
と
温
か
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

疲
れ
切
っ
た
表
情
を
し
て
い
た
ラ
ン
ナ
ー
も

声
援
に
笑
顔
で
応
え
な
が
ら
力
を
振
り
絞
っ

て
い
ま
し
た
。

●
若
き
実
力
者
が
優
勝
し
た
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン�

�

飲料水を差し出すボランティア�

ス
ポ
ン
ジ
の
水
で
、
体
を
冷
や�

す
ラ
ン
ナ
ー�

晴
天
の
た
め
、
走
る
に
は
暑
か�

っ
た
よ
う
で
す
。�

ウォーキングを楽しむ親子�

大川ひばり歌謡ショー�

←�
ゴール直前、疲れて遅れだした友達を励まし、�
手をつないで走る女子小学生�

ゴールする古賀孝志さん�



4

　
７
月
７
日
、
対
馬
市
商
工
会
青

年
部
に
よ
る
「
若
い
経
営
者
の
主

張
大
会
」
が
対
馬
市
商
工
会
美
津

島
支
所
で
行
わ
れ
、
各
支
部
の
代

表
６
名
が
青
年
部
活
動
や
地
域
振

興
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
次
世
代

を
担
う
若
者
ら
し
い
観
点
で
意
見

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
発
表
時
間
は
１
人
10
分
。
審
査

基
準
は
内
容
や
構
成
、
表
現
力
、

態
度
な
ど
。
６
名
の
発
表
者
は
経

済
的
な
冷
え
込
み
が
続
く
厳
し
い

対
馬
の
現
状
を
訴
え
る
と
同
時
に
、

地
元
の
将
来
を
自
分
た
ち
で
何
と

か
し
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
溢

れ
た
素
晴
ら
し
い
内
容
を
、
力
強

く
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　
見
事
最
優
秀
に
輝
い
た
の
は
、

美
津
島
支
部
の
佐
伯
卓
也
さ
ん

（
27
歳
）
。
佐
伯
さ
ん
は
大
学
を

卒
業
し
、
福
岡
で
ス
ー
パ
ー
に
勤

務
し
た
後
、
地
元
に
戻
っ
て
き
て

約
１
年
半
。
現
在
、
父
の
経
営
す

る
ス
ー
パ
ー
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
発
表
「
青
年
部
活
動
と
地
域
振

興
・
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
で
、「
島

を
大
切
に
思
う
心
が
街
づ
く
り
の

第
一
歩
。
そ
の
心
を
大
切
に
み
ん

な
が
力
を
合
わ
せ
て
、
豊
か
で
美

し
い
島
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と

主
張
し
ま
し
た
。

　
県
大
会
は
９
月
７
日
、
長
崎
市

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
対
馬
代

表
と
し
て
佐
伯
さ
ん
が
出
場
し
ま

す
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　
そ
の
他
、
優
秀
賞
に
は
上
県
支

部
の
糸
瀬
雅
之
さ
ん
と
、
峰
支
部

の
鍵
本
尚
弥
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
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←半井桃水（1860－1926）：厳原町生まれで新聞記者や大衆小説家として活躍。父
の仕事のため少年期を釜山で過ごし韓文化の影響を受ける。10代の中頃上京し京都や
大阪で記者として活躍。また大阪朝日新聞社より海外特派員第１号として渡韓。帰京
後、新聞で小説を発表し流行作家となる。代表作「胡砂吹く風」「天狗廻状」など。
また、樋口一葉の小説の師でもあった。

　厳原町中村地区の半井桃水生家跡地に建設さ

れていた「まちづくりコミュニティ支援交流

館」（通称：半井桃水館）がこのほど完成。７

月15日、開館を祝おう会主催によるオープニン

グイベントが行われました。

　当日館内のホールでは、ソプラノ歌手による

コンサートや厳原中学校ブラスバンドの演奏会

などが催され、多くの来館者とともに開館を祝

いました。

　同交流館は、木造２階建てで総工費約１億３

千万円。館内にはホールや和室、茶室などの他

に、半井桃水や明治時代に美人写真コンテスト

で２位になったほどの美貌の持ち主「洗い髪の

お妻」など地元の有名人をパネル等で紹介する

展示室も設けられております。

　今後この施設は、住民の地域活動や教育、観

光、社会教育の拠点として広く市民に利用され

る予定です。

～厳原町中村地区にオープン～�
まちづくりコ�
ミュニティ� 支援交流館（通称：半井桃水館）�

�

ホールで演奏を行う�
厳原中ブラスバンド�

展示室�

対
馬
市
商
工
会
青
年
部�

若
い
経
営
者
の
主
張
大
会�★最優秀賞を獲得した�

　佐伯卓也さん�

なから  い   とう  すい�

なから い とう すい

なから い とう すい



「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が
７
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
の

10
日
間
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
各
地
で
は
、
交

通
安
全
協
会
や
母
の
会
な
ど
に
よ
る
「
さ
わ
や
か
作
戦
」
や
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運

転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
毎
年
７
月
は
法
務
省
が
提
唱
す

る
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

の
強
調
月
間
と
し
て
、
罪
を
犯
し

た
人
達
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
青
少
年
が
犯
罪
の
道
に
進

ま
な
い
よ
う
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
達
を
守
ろ
う
と
す
る
運
動
が
全

国
的
に
展
開
さ
れ
、
今
回
で
56
回

を
迎
え
ま
す
。

　
７
月
３
日
、
対
馬
地
区
保
護
司

会
の
小
山
博
会
長
を
は
じ
め
６
名

の
保
護
司
の
出
席
の
も
と
、
同
運

動
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
小
山
会
長
は
出
発
式
の
中
で
、

県
内
で
こ
こ
数
年
立
て
続
け
に
起

こ
っ
た
児
童
に
よ
る
悲
惨
な
殺
人

事
件
に
ふ
れ
、
「
長
崎
県
で
も
犯

罪
や
非
行
が
多
い
都
市
が
増
え
て

き
た
。
お
互
い
に
被
害
者
・
加
害

者
の
立
場
に
な
ら
な
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、
私
た
ち
保
護
司
会

も
行
政
と
の
話
し
合
い
を
続
け
な

が
ら
、
地
域
社
会
を
明
る
い
も
の

に
し
て
行
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。
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　市の人権擁護委員に美佐保翼さん（64

歳）が就任しました。

　美佐保さんは元教諭で、昭和37年に美

津島町の養和小学校へ赴任後、峰町の志

多賀小学校では教頭として勤務され、そ

の後南高来郡加津佐町の山口小学校、上

対馬町の豊小中学校、厳原町の金田小学

校では校長として活躍されました。

　任期は、平成18年７月１日から平成21

年６月30日までの３年間です。

　人権擁護委員は、国民の基本的人権の

監視、救済などの処置、人権思想の普及

高揚などを使命とし法務大臣より委嘱さ

れます。

　なお、対馬市全体で現在11名の人権擁

護委員さんが活躍しています。

　平成８年12月から９年７ヶ月にわたり、

旧厳原町及び市の人権擁護委員として活

躍されてきた平山三智子さんが６月30日

付けで退任され、これまでの功績に対し

法務大臣より感謝状が贈呈されました。

新
　
人
権
擁
護
委
員
に

美
佐
保
　
翼
さ
ん
が
就
任

　
　
　

　
（
厳
原
町
小
茂
田
）

前人権擁護委員
平山三智子さんへ感謝状
　　　　　　（厳原町久田道）

啓
発
活
動
の
様
子
�

（
7
月
3
日
、豊
玉
町
仁
位
）�

市役所前での出発式の様子�

＝夏の交通安全県民運動＝�

「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
、�

更
正
の
援
助
」を
呼
び
掛
け
!
�

　
　
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�

み
　
さ
　
ほ
　
　
　
　
よ
く

7/13　交通安全パレード（豊玉町仁位）�

7/15　さわやか作戦（厳原町桟原）�
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７
月
17
日
の
海
の
日
に
合
わ
せ
、

海
上
保
安
思
想
の
普
及
な
ど
、
多

年
に
渡
り
海
上
保
安
業
務
に
貢
献

さ
れ
た
方
々
に
対
す
る
表
彰
式
が

比
田
勝
海
上
保
安
署
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
、
表
彰
を
受
け
た
の

は
次
の
方
々
で
す
。

●
海
上
保
安
庁
長
官
表
彰

　
武
末
清
太
さ
ん（
上
対
馬
町
比
田
勝
）

　
山
田
　
明
さ
ん（
　
　
　
〃
　
　
　
）

●
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
長
表
彰
　

　
阿
比
留
冨
士
雄
さ
ん（
峰
町
青
海
）

●
海
上
保
安
協
会
門
司
地
方
本
部
長
表
彰

　
井
上
淳
輝
さ
ん（
峰
町
志
多
賀
）

　
修
行
孝
佳
さ
ん（
上
対
馬
町
比
田
勝
）

　
今
村
純
一
さ
ん（
　
　
　
〃
　
　
　
）

　
７
月
４
日
と
７
日
、
比
田
勝
海

上
保
安
署
に
よ
る
海
洋
環
境
教
室

及
び
漂
着
ご
み
調
査
が
実
施
さ
れ
、

比
田
勝
小
学
校
４
年
生
の
生
徒
27

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
海
洋
環
境
教
室
で
は
、
海
の
環

境
破
壊
に
関
す
る
犯
罪
や
対
馬
の

海
洋
環
境
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
署
員
が
資
料
や
海
図
を
用
い

な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
宇
田
浜
海
水
浴
場
で

実
施
さ
れ
た
漂
着
ご
み
調
査
で
は
、

署
員
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
児
童

自
ら
漂
着
ご
み
約
50
kg
を
回
収
し

ま
し
た
。

�
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海
の
安
全
に
貢
献�

　
　
　

　
海
上
保
安
庁
表
彰�

比
田
勝
小
４
年
生
が
環
境
学
習�

　
　
　

比
田
勝
海
上
保
安
署�

　
７
月
５
〜
７
日
、
上
対
馬
高
校

２
年
生
の
３
名
（
宮
原
慎
司
く
ん
、

武
本
龍
太
郎
く
ん
、
堀
江
和
博
く

ん
）
が
、
比
田
勝
海
上
保
安
署
で

職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
制
服
に
身
を
包
ん
だ
３
名
は
、

仕
事
に
つ
い
て
の
講
話
を
受
講
後
、

巡
視
艇
の
業
務
説
明
、
指
紋
採
取

の
実
習
の
ほ
か
、
巡
視
艇
「
あ
き

ぐ
も
」
に
よ
る
体
験
航
海
で
は
操

舵
を
握
っ
て
の
操
船
や
レ
ー
ダ
ー

を
見
た
り
、
双
眼
鏡
を
片
手
に
見

張
り
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
職
場
体
験
を
終
え
た
３
人
は
、

「
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
海

上
保
安
庁
の
仕
事
は
色
々
あ
る
こ

と
を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
巡
視
艇
「
あ
き
ぐ
も
」
の
吉
津

卓
夫
船
長
は
「
元
気
が
あ
っ
て
飲

み
込
み
が
は
や
い
。
ぜ
ひ
未
来
の

海
上
保
安
官
に
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の

到
来
を
前
に
、
各
地
の
海
水
浴
場

で
は
海
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
海
水
浴
客
の
多
さ
で
は
、
対
馬

で
１
、
２
を
争
う
と
い
う
厳
原
町

の
尾
浦
海
水
浴
場
（
青
潮
の
里
）

で
は
７
月
９
日
、
対
馬
観
光
物
産

協
会
厳
原
支
部
の
主
催
に
よ
り
海

開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
日
の
大
雨
が
う
そ
の
よ
う
に

晴
れ
た
天
気
と
な
っ
た
当
日
、
海

岸
で
は
悲
惨
な
海
の
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
る

と
と
も
に
、
対
馬
海
上
保
安
部
に

よ
る
水
難
救
助
や
、
市
消
防
本
部

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た

応
急
手
当
普
及
員
の
中
島
美
香
さ

ん
に
よ
る
救
命
講
習
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
夏
の
海
水
浴
は
楽
し
い
も
の
で

す
が
、
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ

る
こ
と
も
ま
た
事
実
。
出
席
し
た

同
支
部
の
会
員
ら
は
、
真
剣
な
表

情
で
講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

※前列左から武末さん、山田さん、阿比留さん、修行さん、今村さん�

比田勝小学校４年生のみなさん�

体験航海で巡視艇を操船�

尾浦海水浴場での安全祈願の様子�

 

海
水
浴
場
海
開
き  �

　
　
無
事
故
を
願
い
安
全
祈
願�

上
高
生
が�

海
上
保
安
官
を
体
験�

人
工
呼
吸
法
の
指
導
を
お
こ
な
う�

応
急
手
当
普
及
員
の
中
島
美
香
さ
ん�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
右
端
）�

あ
つ
て
る

た
か
よ
し



　
７
月
15
日
、
上
県
町
佐
護
の
井

口
浜
海
水
浴
場
で
、
地
元
上
県
支

所
の
市
職
員
を
中
心
に
約
80
名
が
、

海
岸
漂
着
ご
み
清
掃
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
30
度
を
超
え
る
暑
い

日
と
な
り
ま
し
た
が
、
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
等
、

２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
７
台
分
の
漂
着

ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
ご
み
の
な
い
美
し
い
対
馬
の
海

岸
を
守
り
た
い
も
の
で
す
。

　
７
月
１
日
、
対
馬
森
林
組
合
の

職
員
20
名
が
厳
原
町
今
屋
敷
の

金
石
城
址
石
垣
と
金
石
川
の
草
刈

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
降
雨
の
た
め
増
水
し
た
お
堀

（
金
石
川
）
に
降
り
立
ち
、
は
し

ご
を
立
て
か
け
草
を
な
ぎ
払
い
な

が
ら
移
動
し
て
い
く
早
さ
は
さ
す

が
林
業
の
プ
ロ
集
団
。
腰
ま
で
水

に
つ
か
る
悪
条
件
の
な
か
９
時
か

ら
正
午
ま
で
の
短
い
間
に
、
万
松

院
か
ら
県
立
対
馬
歴
史
民
俗
資
料

館
ま
で
の
約
３
５
０
ｍ
の
雑
草
を

刈
り
取
り
ま
し
た
。
刈
り
取
っ
た

量
は
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
５
台
分
に

及
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
対
馬
高
校
か
ら
漁
火
公

園
ま
で
の
間
の
観
光
道
路
の
街
路

樹
の
下
刈
り
も
行
い
ま
し
た
。

　
対
馬
森
林
組
合
に
よ
る
石
垣
の

清
掃
は
、
昨
年
に
続
き
２
回
目
に

な
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し

ま
す
。

　
　
《
７
月
》

２
日
＝
国
境
マ
ラ
ソ
ン
IN
対
馬

２
〜
４
日
＝
蔚
山
郡
守
就
任
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釜
山
）

７
日
＝
市
商
工
会
青
年
部
若
い
経

　
　
　
営
者
の
主
張
大
会
・
市
政

　
　
　
説
明
会
　
　
（
加
志
々
）

10
日
＝
佐
須
坂
ト
ン
ネ
ル
整
備
期

　
　
　
成
会
第
２
回
理
事
会

12
〜
13
日
＝
全
国
市
長
会
理
事
・

　
　
　
評
議
委
員
会
合
同
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

14
日
＝
対
馬
栽
培
漁
業
振
興
公
社

　
　
　
理
事
会
・
評
議
会
、
災
害

　
　
　
見
舞
い
　
（
厳
原
管
内
）

18
日
＝
企
業
誘
致
関
係
用
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
）

19
日
＝
鳥
栖
市
長
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
栖
市
）

20
日
＝
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
評

　
　
　
議
員
会
　
　
　
（
長
崎
）

21
日
＝
「
対
馬
フ
ェ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

24
日
＝
対
馬
流
域
森
林
・
林
業
活

　
　
　
性
セ
ン
タ
ー
総
会
、
対
馬

　
　
　
林
業
公
社
理
事
会
・
総
会

25
日
＝
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
結
団
式

27
日
＝
九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
）

29
日
＝
陸
自
対
馬
駐
屯
地
納
涼
盆

　
　
　
踊
り
大
会

31
日
＝
県
離
島
医
療
圏
組
合
対
馬

　
　
　
市
３
病
院
経
営
委
員
会
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　６月10日は時の記念日。子どもたちに「時

間の大切さ」を知ってもらおうと、毎年この

日に市内の幼稚園や保育所に掛け時計をプレ

ゼントしている対馬時計商組合（鍵本俊雄組

合長）に、対馬市から感謝状が贈られました。

　同組合による掛け時計のプレゼントは、平

成14年に始められ毎年６施設に贈られてきま

した。５年目を迎えた今年で累計30個となり、

これで市内のすべての幼稚園、保育所に行き

渡たったことになります。温かい善意に感謝

いたします。

　なお、同組合では今後も時計の寄付を続け

ていくそうです。

除
草
作
業
に
励
む�

森
林
組
合
員
の
み
な
さ
ん�

森
林
組
合
職
員
が
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

対馬時計商組合へ感謝状�
市内の幼稚園・保育園へ掛け時計30個寄付�

感謝状を受け取る鍵本組合長�

市
職
員
ら
80
名
が�

井
口
浜
海
水
浴
場
を
清
掃�

垣�
き
れ
い
に�

な
り
ま
し
た�

石�
垣�
石�

か
ね
い
し
じ
ょ
う
あ
と

か
ね
い
し
が
わ

い
さ
り
び
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ネ
ッ
ト
際
の
攻
防
に
熱
気
！

好
プ
レ
ー
が
続
出
し
て
い
ま
し
た
。�

　
７
月
７
日
に
韓
国
釜
山
市
で
開

催
さ
れ
た
第
27
回
釜
山
管
楽
祭
に
、

県
立
上
対
馬
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
校
は

平
成
14
年
以
来
毎
年
こ
の
音
楽
祭

に
招
か
れ
て
お
り
、
今
回
で
５
回

目
の
出
演
と
な
り
ま
す
。

　
管
楽
祭
で
は
、
「
海
へ
・
・
・

吹
奏
楽
の
た
め
に
」
「
悪
魔
の
踊

り
」
の
２
曲
と
共
に
、
デ
ヤ
ン
電

子
情
報
高
等
学
校
と
合
同
で「I

d

o
n

't
w

an
t

to
m

iss
a

th
in

g

」

「
青
春
ア
ミ
ー
ゴ
」
の
２
曲
を
演

奏
。
観
客
か
ら
大
き
な
喝
采
を
受

け
ま
し
た
。

　
同
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
大
浦
智

恵
部
長
は
「
韓
国
の
高
校
生
は
す

ご
く
積
極
的
に
接
し
て
く
れ
て
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
。
本

番
で
は
演
奏
後
に
た
く
さ
ん
の
拍

手
を
い
た
だ
き
、
音
楽
に
国
境
が

な
い
こ
と
を
身
を
も
っ
て
実
感
し

た
。
今
後
も
人
に
感
動
を
与
え
ら

れ
る
、
悔
い
の
な
い
最
高
の
演
奏

を
し
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　
今
回
で
28
回
目
の
開
催
を
数
え

る
厳
原
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
、
６
月
25
日
、
対
馬
市
厳
原

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
男
子
の
部

に
８
チ
ー
ム
44
人
、
女
子
の
部
に

20
チ
ー
ム
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
通
常

よ
り
大
き
く
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を

使
用
し
、
コ
ー
ト
も
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
の
コ
ー
ト
を
使
用
す
る
な
ど
初

心
者
で
も
簡
単
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
。

　
大
会
に
は
、
気
の
あ
う
者
同
士

や
職
場
の
仲
間
ら
と
チ
ー
ム
を
組

ん
だ
選
手
た
ち
が
、
家
族
の
声
援

を
受
け
な
が
ら
大
会
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

《
大
会
成
績
》�

【
男
子
の
部
】

　
　
優
勝
＝
フ
ァ
ブ
リ
ー
ズ
C

　
　
準
優
勝
＝
や
ま
ね
こ

　
　
３
位
＝
ス
ズ
ッ
キ
ー
ズ

【
女
子
の
部
】

　
　
優
勝
＝
オ
レ
ン
ジ

　
　
準
優
勝
＝
フ
ラ
ワ
ー
ズ

　
　
３
位
＝
楽
喜
（
ラ
ッ
キ
ー
）

　
上
対
馬
町
大
浦
に
あ
る
県
立

上
対
馬
高
校
（
筒
井
保
之
校
長

‥
生
徒
数
１
７
２
名
）
の
恒
例

行
事
、
舟
グ
ロ
ー
大
会
が
７
月

16
日
、
同
町
大
浦
漁
港
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
風
化
し
つ
つ
あ
る
地
元
伝
統

文
化
を
体
験
し
郷
土
へ
の
愛
着

心
を
育
て
て
も
ら
お
う
と
の
趣

旨
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
８
回
目
の
開
催
。
同
校

の
特
色
あ
る
学
校
行
事
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
会
は
ク
ラ
ス
対
抗
の
部
に

８
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
に
４
チ

ー
ム
が
出
場
。
生
徒
た
ち
は
仲

間
と
呼
吸
を
合
わ
せ
て
櫓
を
漕

ぎ
、
約
１
２
０
メ
ー
ト
ル
の
直

線
コ
ー
ス
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し

た
。

　
会
場
に
は
、
多
く
の
保
護
者
、

地
元
住
民
が
詰
め
か
け
、
若
者
の

は
つ
ら
つ
と
し
た
競
技
に
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も

Ｐ
Ｔ
Ａ
学
年
別
保
護
者
対
抗
戦
も

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
ク
ラ
ス
対
抗
戦
の
部

（
優
勝
‥
３
Ｂ
、準
優
勝
‥
３
Ａ
）、

女
子
の
部
（
優
勝
‥
１
年
Ａ
）
、

保
護
者
の
部
（
優
勝
‥
１
年
生
）

で
し
た
。

力を合わせて櫓を漕ぐ生徒たち�

上
高
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部�

韓
国
釜
山
で
公
演
、喝
采
を
受
け
る管楽祭の様子�

厳
原
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会�

上
対
馬
高
校
舟
グ
ロ
ー
大
会�

上
対
馬
高
校
舟
グ
ロ
ー
大
会�

郷
土
の
伝
統
文
化
を
高
校
生
が
体
験

ろ
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国境マラソンＩＮ対馬�
上対馬高校ブラスバンド部�
釜山管楽祭に参加�

　今年の国境マラソン(７月２日)には、皆さんび
っくりしませんでしたか。
　釜山事務所ができて４年目、国境マラソンに通
訳ボランティアとして参加したのは３回目ですが、
ご存じの通りここ３年間、大会当日は雨か台風で
した。相変わらず今年も前日は雨だったので、て
っきり明日も雨だろうと思いこんだまま寝ました。
しかし、目が覚めた時、まぶしい朝日にびっくり
してしまいました。
　いい天気に恵まれて、韓国から参加した82名を
含む選手の皆さんが気持ちよく対馬を走られたよ
うです。「国境マラソンＩＮ対馬」と交流してい
るＫＮＮ（釜山・慶南放送局）「環境マラソン」
のハーフで優勝し対馬に招待された選手も、男子
はハーフで２位、女子はハーフで１位という好成
績をあげました。この二人は、沿道からの市民の
熱い声援のおかげだったとお礼を言っていました。
そしてさらに、「高低の差が激しいコースで多少
きつかったのですが、こんなきれいな自然の中を
走ったのは本当に久々のことで、一緒に練習して
いる仲間たちにも紹介し、ぜひ国境マラソンと対
馬の自然を体験してもらいたい」と感想を述べて

いました。来年
の大会がいまか
ら待ち遠しいで
す。
　ランナー、ス
タッフ、そして
ボランティアの
皆さん、大変お
疲れ様でした。

　上対馬高校のブラスバンド部が、５年連続で釜
山管楽祭(７月７日)に参加しました。
　到着した日はホテルにチェックインした後すぐ
に合同演奏することが決まっていたデヤン電子情
報高校へ訪問しました。毎年行われる合同演奏は、
前もって決めていた演奏曲をお互いに練習してお
き、管楽祭の前日または当日の午前に演奏合わせ
をした後、本番で披露するものです。
　上対馬高校は20名、デヤン高校は46名。初めて
日本の学校と演奏するデヤンの高校生の間に緊張
感が広がります。２時間もあった練習時間もあっ
という間に過ぎてしまいました。
　釜山管楽祭の当日。舞台でのリハーサルを終え
て、本番前の合間を縫って、会場となる釜山市民
会館の周りで対馬の観光パンフレットを配り、対
馬をＰＲしました。
　いよいよ本番。
上対馬高校のブラ
スバンド部の皆さ
んは息をぴったり
と合わせて単独曲、
そしてデヤン高校
との共同曲を披露
し大きな拍手をも
らっていました。
　「あの小人数で
こんな大きな音が
出せるなんてびっくりです」デヤン高校の先生が
上対馬高校の単独演奏曲を聴いて口にした言葉で
す。
　上対馬高校のブラスバンド部の皆様。これから
も実力を発揮してください！

晴
天
に
恵
ま
れ
た
今
年
の
大
会�

ゴ
ー
ル
す
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち�

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
る
生
徒
た
ち�

上
対
馬
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の�

メ
ン
バ
ー
た
ち�
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〔問い合せ先〕 �
北保健センター�
☎0920-84-2313

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

●作り方�
①材料を冷蔵庫で冷やしておく。

②材料をミキサーでなめらかになるまで混ぜる。

③氷を入れたグラスに注ぐ。

　6月17日（土）南陽小学校保健委員会の活動として、「朝
食はしっかり食べよう」をテーマに「家族料理教室」が開催
され、親子あわせて27名の参加がありました。私たち上対馬
支部のヘルスメイトも地域への伝達活動の一環として昨年か
ら参加を続けています。�
「朝起きたら、朝ごはんをしっかり食べて、エネルギーを満
タンにする必要があります」など紙芝居を使ってお話しし、
朝食の大切さについてみんなで再確認しました。調理実習で
は、簡単朝食レシピから、簡単ピザトースト・ほうれん草の
シーチキン炒め・もち入り卵スープ・バナナヨーグルトドリ
ンクの4品を作りました。子どもたちは、炒めたり、盛りつ
けたりと自分たちでできる作業が多く、活気あふれる楽しい
会となりました。�
　私たちは、「食育アドバイザー」としても活動しています。�

エネルギー・・・・・・・・・・・・187キロカロリー�
たんぱく質・・・・・・・・・・・・6.7ｇ �
カルシウム・・・・・・・・・・・・209mg

1人分の栄養価�
�バナナ・・・1本�

プレーンヨーグルト・・・240ml �
水または牛乳・・・・・・・・・60ml �
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ2

●材料：（4人分）�
�

キャッチフレーズ「みんなで毎日朝ごはん」�

バナナ のかわりに…�
オレンジやパイナップル、りんご、トマト、
人参などお好きなフルーツや野菜で楽しんで
みてはいかがでしょうか？�

バナナヨーグルトドリンクバナナヨーグルトドリンク�バナナヨーグルトドリンク�

ヘルスメイトが紙芝居でお話し�

家族料理教室の様子�

プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、�

砂
糖
な
し
の
も
の
を�

選
び
ま
し
ょ
う
！�

♪� ♪�

食べ物を選ぶ力�

元気な体のわかる力�

私たち食育アドバイザーは、子どもから高齢者までが健全な食生活を実践することの�

できる健康で質の高い社会を目指し、幅広く食育活動を提供するとともに、地産地消の�

推進と郷土料理の継承に取り組みます。（食生活改善推進員は食育アドバイザーです）�

食べ物の命を感じる力�

食べ物の味がわかる力� 料理をする力�
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①対象者は対馬市に住所を有する40歳以上の方です。社
　会保険本人の方は対象となりません。 ただし、事業所
　で健診を受ける機会がない場合はご相談ください。�
②40、45、50、55、60歳（平成19年3月31日で）の方は
　節目健診の対象となりますので、そちらを受診されて
　ください。�

（注意）：�

＊問い合わせ先＊�対馬市保健部健康推進課：0920－58－1116　　対馬市南保健センター：0920－52－4888�
　　　　　　　　  対馬市北保健センター：0920－84－2313

支所  日程        対 象 地 区       実  施  場  所     支所 日程      対  象  地  区     実  施  場  所�

平成18年度　市民健診日程表（集団健診）�平成18年度　市民健診日程表（集団健診）�
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　教育委員会文化財課では、今月号から「わがまち

再発見！」（文化財編）を掲載することになりまし

た。対馬には日本はもとより世界にも誇れる「文化

財」がたくさんありますが、意外とその存在を知ら

ない人が多いようです。�

　手付かずの自然と文化財の宝庫であります「わが

まち対馬」の歴史・文化財をみなさんと共に学び、

先人たちが残した形跡をたどっていきましょう。�

　「文化財」は長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日

まで守り伝えられてきた貴重な国民共有の財産であ

り、市内に存在する多様な文化財を保護し、次の世

代へ伝えていくことが最も大切なことです。�

　対馬は考古学に興味のある人たちにとって「一度

は行ってみたいところ」と聞きます。古代より大陸

との交流が盛んだったことを示す遺跡や遺物が多く

存在し、それらは市内の資料館や現地で見学するこ

とができます。�

　第1回目は、文化財の種類や名称などに

ついて紹介します。別表のように「文化財」

と一言でいってもたくさんの種類がありま

す。対馬には指定されている文化財だけで

も182件もあり、また、無指定ですが貴重

なものも多く存在します。ここでは文化財

の他に人物、地域、お寺、神社などの紹介

も計画しています。�

　この機会をぜひ活用していただき、毎号

紹介する「文化財」の実物を現地で見てい

ただけたなら幸いです。�

　
7
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
長
崎
県
各
地
で
流
木
の

漂
着
が
相
次
い
で
い
ま
す
。�

　
7
月
21
日
現
在
、
五
島
市
、
新
上
五
島
町
な

ど
の
離
島
地
域
だ
け
で
な
く
、本
土
の
長
崎
市
、

西
海
市
、
平
戸
市
な
ど
で
も
大
量
の
流
木
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。�

　
見
つ
か
っ
た
流
木
は
、
大
き
な
物
で
10
メ
ー

ト
ル
以
上
も
あ
り
、
漁
船
へ
の
被
害
も
出
て
い

ま
す
。�

　
対
馬
市
で
も
7
月
14
日
に
美
津
島
町
黒
島
沖

で
、
7
月
22
日
に
は
同
じ
く
女
護
島
沖
で
漂
流

し
て
い
る
流
木
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ジ
ツ

ボ
な
ど
が
大
量
に
付
着
し
て
い
る
も
の
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
長
期
間
に
わ
た
り
、
漂
流
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
　�

　
現
在
の
と
こ
ろ
大
量
の
漂
着
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
船
舶
の
航
行
に
は
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。�

女護島沖で発見された流木：長さ8m、直径最大部分1m

長崎県内で流木の漂着が�
　　　　　　相次いでいます。�
長崎県内で流木の漂着が�
　　　　　　相次いでいます。�

金
田
城
跡（
国
指
定
・
特
別
史
跡
）�

対馬市教育委員会　文化財課　☎0920(54)2341�
〒817-0322 　美津島町　知甲550番地２�

国指定文化財�
�
�
�

      国選択�
（無形民俗文化財） �

�
�
�

県指定文化財�
�
�
�
�
�
�
�
�
市指定文化財 �
 

　種　　 別�

重要文化財�

特 別 史 跡 �

史　　　 跡�

天然記念物�

無形民俗文化財�

有形文化財�

有形民俗文化財�

無形民俗文化財�

史         跡�

天然記念物�

有形文化財�

有形民俗文化財�

無形民俗文化財�

史         跡�

名         勝�

天然記念物�

個数�

7�
�
1�
�
6�
�
6�
�
5�
�
26�
�
2�
�
1�
�
4�
�
9�
�
64�
�
6�
�
4�
�
33�
�
2�
�
6�
�

　　　　一　　　　例  �
    ぼんしょう　たくづだまじんじゃ�
　 梵　鐘　(多久頭魂神社)  �
　 かねだじょうあと�
　 金田城跡�
　 とうのくびいせき�
　 塔の首遺跡�
    みたけちょうるいはんしょくち�
　 御岳鳥類繁殖地�
    つしまのきぼくしゅうぞく�
　 対馬の亀卜習俗�
    かがりまつばないせきしゅつどいぶついっかつ�
　 かがり松鼻遺跡出土遺物一括�
    とよたまのいがき�
　 豊玉の猪垣�
    つしまのつりばりせいさくしゅうぞく�
　 対馬の釣鉤製作習俗�
    つしまえんつうじそうけぼち�
　 対馬円通寺宗家墓地�
    ちろものれんこん�
　 千尋藻の漣痕�
    みょうこうじのだいはんにゃきょう�
　 妙光寺の大般若経�
    こしたかのかぐらめん�
　 越高の神楽面�
    とううけしんじとあかごめ�
　 頭受け神事と赤米�
    あさひやまこふんぐん  �
　 朝日山古墳群�
    あじろのれんこん�
　 網代の漣痕�
    けちかみのちょうのいぬまき�
　 　知上の町のイヌマキ�

 所　在　地�

厳原町豆酘�

美津島町黒瀬・箕形 �

上対馬町古里�

上県町御嶽�

厳原町豆酘�

美津島町　知�

豊玉町横浦�

厳原町久田道�

峰 町 佐 賀 �

豊玉町千尋藻�

上県町伊奈�

上県町越高�

厳原町豆酘�

上対馬町大増�

上対馬町網代�

美津島町　知�

国指定：20    国選択：5�
県指定：42    市指定：115

総計：182�

�

対馬市の指定文化財�

新コーナー�

【
廃
棄
物
対
策
課
】�



●
保
険
料
の
納
付
が�

　
　
　
　
　
猶
予
さ
れ
ま
す
。�

　
低
所
得
者
で
あ
る
若
年
者

（
20
歳
代
の
方
）
や
一
般
的

に
収
入
が
な
い
学
生
は
、
申

請
を
し
て
承
認
を
受
け
る
と

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。�

　
猶
予
期
間
に
万
が
一
事
故

や
病
気
な
ど
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
で
も
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
障
害
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
期
間
は
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
の
期
間
に

は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
の
計
算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

　
将
来
、
受
給
す
る
老
齢
基

礎
年
金
を
満
額
受
給
す
る
た

め
に
は
、
全
額
納
付
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。�

　
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
付
（
追

納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
方
法
は
？�

　
申
請
は
住
民
票
の
あ
る
市

町
村
の
窓
口
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。�

　
若
年
者
で
あ
れ
ば
7
月
以

降
、
学
生
で
あ
れ
ば
4
月
以

降
の
受
付
と
な
り
ま
す
が
、

申
請
が
遅
れ
た
場
合
で
も
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
遡
及

し
て
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
市
町
村
又
は
社
会
保
険

事
務
所
へ
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。�

�

■
お
問
合
せ
■�

長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所�

☎
０
９
５
８（
６
１
）１
２
１
１�

ま
た
は�

対
馬
市
各
支
所
住
民
生
活
課�

年
金
担
当
ま
で�

　
今
月
は
「
そ
ば
」
の
播
種
時
期
で
す
。

栽
培
前
の
留
意
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１.

在
来
種
由
来
の「
そ
ば
」を
播
種
す
る

　
長
崎
県
総
合
農
林
試
験
場
で
選
抜
さ
れ

た
在
来
種
由
来
の
「
対
州
そ
ば
」
は
、
平

成
13
年
度
か
ら
島
内
の
品
種
統
一
の
た
め

種
子
生
産
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本

年
度
で
厳
原
か
ら
順
に
実
施
し
た
種
子
更

新
も
上
県
、
上
対
馬
地
区
で
完
了
し
ま
す
。

　
し
か
し
「
そ
ば
」
は
交
雑
し
易
い
特
性

を
持
つ
こ
と
か
ら
、
異
な
る
品
種
の
「
そ

ば
」
を
播
種
す
る
と
在
来
種
由
来
の
「
対

州
そ
ば
」
の
品
種
特
性
が
失
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
島
外
品
種

等
で
は
な
く
、
必
ず
在
来
種
由
来
の
「
対

州
そ
ば
」
の
播
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

２.

栽
培
暦�

「
そ
ば
」
の
栽
培
及
び
作
業
体
系
を
分
か

り
易
く
図
示
し
た
「
栽
培
暦
」
が
「
対
州

そ
ば
振
興
協
議
会
」
で
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ご
入
用
の
方
は
対
馬
市
農
林
課
、
農
協
、

普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

3.

そ
ば
製
粉
所
の
稼
働

　
峰
町
吉
田
の
「
そ
ば
製
粉
施
設
」
は
、

7
月
20
日
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。
利
用

さ
れ
る
方
は
最
寄
の
農
協
に
申
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

4.

景
観
作
物
と
し
て
の
利
活
用�

　
秋
の
開
花
期
は
一
面
が
白
く
染
ま
り
、

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
対
馬
の
風

物
詩
と
し
て
景
観
作
物
的
な
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。
栽
培
面
積
の
拡
大
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
市
民
の
皆
様
へ
〜
そ
ば
の
効
能
〜�

「
対
州
そ
ば
」
は
香
り
が
良
く
、
腰
が
強

い
と
言
わ
れ
て
ま
す
。
ま
た
、
「
そ
ば
」

そ
の
も
の
の
機
能
性
と
し
て
血
圧
降
下
作

用
の
あ
る
ル
チ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
「
そ
ば
」
の
消
費
拡
大
を
今
後
も
よ

ろ
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
連
絡
先
■

市
農
林
課

　
☎
0
9
2
0（
5
3
）6
1
1
1

対
馬
農
協
経
済
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
2
0（
5
5
）0
1
0
0

対
馬
地
方
局
対
馬
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
2
0（
5
2
）4
0
1
1
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【
対
州
そ
ば
の
栽
培
】�

20
歳
代
の
方
や
、
学
生
の
方
は
次
の
制
度
の
ご
利
用
を�

年
金
コ
ー
ナ
ー�

社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
◎
9
月
12
日（
火
）対
馬
市
役
所
大
会
議
室 �

　
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で�

　
◎
9
月
13
日（
水
）美
津
島
支
所
別
館
会
議
室 �

　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で�

戸籍や住民票の郵送による申請について（ご案内）�戸籍や住民票の郵送による申請について（ご案内）�
　市では郵便局との連携による市民の利便性の向上を図るため、対馬市内全ての郵便局に郵�

送用の申請書を備え付けています。�

　市役所の窓口までお越しできない方でも最寄りの郵便局をご利用いただき、手数料（定額小�

為替）と返信用封筒を添えて市役所まで送付いただきましたら、ご自宅まで送付いたします。�

■詳しくは市役所市民課市民生活班（☎0920-53 -6111 ）までお問い合わせください。�

は

し
ゅ

は

し
ゅ

ず

し

※播種：作物の種子をまくこと
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長
崎
県
で
は
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
望
み

　
な
が
ら
不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦
の
不
妊
治
療
に
か

　
か
る
費
用
（
医
療
保
険
が
適
応
さ
れ
な
い
特
定

　
不
妊
治
療
）
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
平

　
成
18
年
4
月
か
ら
助
成
期
間
を「
通
算
2
年
間
」

　
か
ら
「
通
算
5
年
間
」
に
延
長
し
ま
し
た
。�

◎
助
成
の
対
象 :

法
律
婚
に
よ
る
配
偶
者
間
の
体

　
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
が
対
象
で
、
次
の
要
件

　
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
ご
夫
婦
両
方
ま
た
は
、
ど
ち

　
ら
か
一
方
が
長
崎
県
内
に
お

　
住
ま
い
の
方

②
前
年
の
ご
夫
婦
の
所
得
の
合

　
計
額
が
6
5
0
万
円
未
満
の

　
方
。

③
長
崎
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
特
定
不
妊
治

　
療
を
受
け
ら
れ
た
方
。

◎
助
成
の
内
容 :

1
年
度
あ
た
り
10
万
円
を
上
限

　
と
し
、
通
算
5
か
年
助
成
し
ま
す
。

◎
申
請
の
方
法 :

書
類
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

（
申
請
の
窓
口
は
、対
馬
保
健
所
で
す
。）

■
申
請
に
必
要
な
書
類

・
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
申
請
書

・
指
定
医
療
機
関
の
受
診
等
証
明
書

・
指
定
医
療
機
関
が
発
行
す
る
領
収
書

・
住
民
票
謄
本
（
続
柄
記
載
の
あ
る
も
の
）

・
夫
婦
の
所
得
額
の
証
明
書
（
夫
婦
の
合
計
所
得

　
額
が
6
5
0
万
円
未
満
が
対
象
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
対
馬
保
健
所
　
地
域
保
健
課

　
☎
０
９
２
０（
5
2
）０
１
６
６

　昨年度に引き続き、今年度も厚生労働省の事
業の一環として、「観光ガイド」「インストラ
クター」「地域コーディネーター」「商品開発
クリエイター」「観光リーダー」など、これか
らの地域活性化に向けて活躍してもらう人材を
育成する事業が始まります。�
　各方面で活躍中の講師陣からどん欲に学びま
しょう！�
　あなたの受講をお待ちしております。�
　■申込先：ながさき「しま自慢」観光人材育　
　　　　　　 成協議会�
　　　　　　（市観光交流課内 担当：浜崎）�
　　　　　　☎0920‐ 53‐ 6111�
　●第1回�
　■開講式：8月19日（土）�
　　10:00 ～（受付9:20 ～）�
　■講師：養父信夫先生　10：30～12：30�
　（九州のムラ編集長として活躍中）�
　■講師：相良淳郎先生　13：30～15：30�
　（「がまだすネット」設立者）�
　■開催場所：美津島文化会館（3階大会議室）�
　●第2回�
　■8月20日（日）10:00～12:00（受付9:30～）�
　■講師：鈴木勇次先生�
　（長崎ウエスレヤン大学教授）�
　■開催場所：美津島文化会館（3階大会議室）�

試 験 区 分 �

受 付 期 間 �

一 次 試 験 �

二 次 試 験 �

�

�

�

受 験 資 格 �

�

�

�

�

採用予定数�

�

�

試　験　地�

採 用 予 定 �

警察官Ⅲ類（男性・女性）�

8月7日（月）～8月25日（金）�

10月15日（日）�

11月中下旬（予定）�

次の①②の条件を満たす者�
①昭和51年4月2日から平成元年4月1日までに�
　生まれた者。ただし、警視庁を受験する者に�
　ついては、昭和51年10月17日から平成元年�
　4月1日までに生まれた男性。�
②4年制大学（これに準ずるものを含む）を卒業�
　した者（平成19年3月31日までに卒業見込み�
　の者を含む）以外の者�

男性�

女性�

長崎県―約35名�
警視庁、神奈川県、愛知県、大阪�
府（各都道府県約2名）�

長崎県―約10名�

長崎市、佐世保市、島原市、五島市、南松浦�
郡新上五島町、壱岐市、対馬市�

平成19年4月以降�

【問い合わせ先】 長崎県警察本部　警務課　採用係�
〒850-8548 　長崎市万才町4-8 　TEL 095（820）1504�
 http://www.npp-unet.ocn.ne.jp/

区　　分　　　　　　　　資　　　　格　　　  　　受付期間　 　 一次試験      　試験場�

航空学生�

一般曹候補学生�

曹候補士�

2等陸・海・空士（女子）�

2等陸・海・空士（男子）�

高卒（見込含）21歳未満の者�

18歳以上24歳未満の者�

18歳以上27歳未満の者�

    8月1日�

       ～�

    9月8日�

�
   上記期間�
（※年間を通じ受付）�

   9月23日�

   9月16日�

9月24 ･25日�

   9月17日�
 （受付時に通知）�

   受付時に�
   通　   知�

  対馬島内�

   受付時に�
   通　   知�

  対馬島内�
（受付時に通知）�

【問い合わせ】  自衛隊長崎地方連絡部　対馬駐在員事務所(☎0920-52-0908)

平成18年度 長崎県警察官採用試験のお知らせ�

平成18年度自衛官募集�
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○日時・場所/8月26日（土）対馬グリーンパーク芝生広場�
　　　　　　午後3時40分開場 午後4時開演�
○出演者/日本：小室等、森山良子、D‐51、Hi‐CLASS�
　　　　 韓国：ラブホリック、Ｗ�
○チケット/前売り1,500円、当日2,000円�
○交流会/コンサート終了後に別会場で開催�
             チケットは1,000円です。（コンサート当日先着200名まで、未成年不可）�
○つしま魅力体験/8月27日（日）午前10時から午後２時�
【参加料金】前日音楽祭チケットの半券＋1,500円で昼食付き�
【体験内容】浅茅湾クルーズ、シーカヤック体験、真珠アクセサ�
                リー作り体験、硯作り体験、そば作り体験�
【集合場所】対馬ふるさと伝承館（グリーンピアつしま内）�
【集合時間】午前9時30分�
※予約制のため事前予約が必要です。詳しいことは事務局まで。�
○問合せ・予約先/対馬ちんぐ音楽祭実行委員会事務局�
　　　　　　　（対馬市役所美津島支所地域振興課内）�
　　　　　　　　 ☎ ：0920-54-2271（内線234 ）�
　　　　　　　　FAX：0920-54-2095�
　　　　　　　　Webサイト：http://www.chingu.jp/

　平成18年9月1日現在で調整する対馬海区漁業調整委員会
委員選挙人名簿の登録について、下記の事項のいずれかに該
当する方は、もれなく申請書を9月5日（火）までに提出しま
しょう。�
　申請がなかった場合、たとえ選挙権があっても投票するこ
とができませんのでご注意ください。�
★選挙権を有する者の範囲★�
①対馬市内に住所または事業場を有するものであって、1年
　に90日以上、漁船を使用する漁業を営みまたは漁業者のた
　めに漁船を使用して行う水産動植物の採捕もしくは養殖に
　従事するもの�
②知事の権限によって上記該当者の範囲を拡張せられたもの
③海区漁業調整委員会の委員または漁業協同組合、もしくは
　漁業協同組合連合会の役員であってその委員またはその役
　員に就任後上記①②に該当しなくなったため選挙権を失っ
　たもの�
　�
　申請書は、各地区の回覧等で配布することとしていますが、
お手元に届かなかったときは、対馬市選挙管理委員会及び対
馬市各支所地域振興課に備え付けていますので、お早めにご
連絡ください。�
　申請書の提出は、対馬市選挙管理委員会及び対馬市各支所
地域振興課（各地区区長及び各支所漁協でも受け付けている
地区もあります）で受け付けています。�

　広報「つしま」6月号で募集した対州馬

の赤ちゃん（5月7日生まれ、メス）の名

前が「保呂ん」に決定しました。

　名付け親は長崎市の木下重則さん（70

歳）。「目保呂ではじめて生まれたので地

名にちなんで」とのこと。木下さんには

賞品として乗馬体験無料（4回分）と記念

品（Ｔシャツ）を送らせていただきました。

　「保呂ん」は、健康状態もよく、すくす

くと元気に育っています。

　今回の募集には、島内外から24件もの

応募がありました。ご協力ありがとうご

ざいました。

対馬ちんぐ音楽祭2006開催�
�
対馬ちんぐ音楽祭2006開催�
�
対馬ちんぐ音楽祭2006開催�
�

母馬と一緒に、元気に乾草を食べる「保呂ん」�

ほ　　ろ�

対馬海区漁業調整委員会委員選挙人名簿�
　登録申請は平成18年9月5日（火）までに�
�

■問い合わせ■�
対馬市選挙管理委員会（☎0920（53）6111）�
または対馬市各支所地域振興課　選挙担当まで�

ほ　 ろ
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�����

■
日
時
／
９
月
30
日
（
土
）�

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時�

■
会
場
／
美
津
島
文
化
会
館�

　
　
　
　
３
階
大
会
議
室�

■
座
長
／
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長�

　
　
　
　
米
倉
正
大
先
生�

■
講
演
者
／
永
田
泉
先
生
（
長
崎

大
学
脳
神
経
外
科
教
授
）
・
米
倉

正
大
先
生
（
国
立
長
崎
医
療
セ
ン

タ
ー
院
長
）�

※
入
場
は
無
料
で
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
多
数
の
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。�

�

����

　
県
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ

ジ
ネ
ス
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る

「
長
崎
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
起
業
化
ト
ラ
イ
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
事
業
企
画
を
募
集
し
ま

す
。�

■
事
業
内
容
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ビ
ジ
ネ
ス
に
新
た
に
取
り
組
も
う

と
す
る
団
体
か
ら
事
業
企
画
を
募

集
し
、
モ
デ
ル
的
な
取
り
組
み
と

し
て
認
め
ら
れ
た
場
合
、
立
ち
上

げ
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
と
と

も
に
、
県
内
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま

す
。�

■
支
援
内
容
／
事
業
立
ち
上
げ
に

伴
う
経
費
の
１
／
２
を
助
成
（
１

０
０
万
円
を
上
限
）
※
既
に
立
ち

上
が
っ
て
い
る
事
業
及
び
運
営
に

関
す
る
経
費
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。�

■
応
募
要
領
／
応
募
に
当
た
っ
て

は
、
以
下
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
必
要
あ
り
。�

①
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
資
源

の
活
用
な
ど
、
地
域
貢
献
度
が
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
又

は
こ
れ
ら
の
事
業
に
取
り
組
む
団

体
を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
。

②
長
崎
県
内
に
在
住
の
地
域
住
民

に
よ
る
団
体
（
法
人
格
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
。
）
が
実
施
す
る
事

業
で
あ
る
こ
と
。�

③
事
業
従
事
者
（
雇
用
関
係
に
あ

る
者
を
含
み
ま
す
。
）
を
５
名
以

上
有
す
る
団
体
が
実
施
す
る
事
業

で
あ
る
こ
と
。�

④
当
該
事
業
企
画
に
つ
い
て
、
採

択
さ
れ
た
年
度
内
に
着
手
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
事
業
で
あ
る
こ

と
。�

■
締
切
／
８
月
25
日（
金
）必
着�

■
問
い
合
わ
せ�

長
崎
県
産
業
労
働
部
雇
用
労
政
課�

☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
７
１
３

FAX
０
９
５
（
８
９
５
）
２
５
８
２�

������

■
日
時
／
９
月
18
日
（
月
）�

　
　
　
　
13
時
〜
16
時�

■
会
場
／
あ
そ
う
ベ
イ
パ
ー
ク�

（
美
津
島
）�

■
内
容
／
乗
馬
体
験
・
犬
猫
健
康

相
談
・
犬
の
し
つ
け
方
教
室
な
ど �

　
※
会
場
へ
の
犬
、
猫
等
ペ
ッ
ト

の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

■
問
い
合
わ
せ�

対
馬
保
健
所
及
び
対
馬
獣
医
師
会

事
務
局�

　
☎
０
９
２
０（
５
４
）２
１
７
９�

対
馬
市
市
民
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

����

　
９
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
　
　

　
「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す
。�

　平成18年10月20日現在で、県内21市
町の約1,500世帯を対象に『社会生活基
本調査』が行われます。�
　この調査は国民の生活時間の配分及び自
由時間における主な活動について調査し、
国民の社会生活の実態を明らかにすること
を目的としています。�
　調査の結果は高齢化社会、少子化対策な
ど国や公共団体の行政施策の基礎資料とし
て利用されます。21世紀の住みよい社会
づくりのため、ご協力をお願いします。�
○調査内容�
①過去１年間の生活行動、１日の生活時間
の配分�

②インターネットの利用や学習・研究、ス
ポーツなどの自由時間における主な活動�

○調査票の配布・回収�
　９月に調査員による準備調査を実施し、
10月７日から調査世帯に配布。10月
26日までに回収します。�

○問い合わせ　県統計課人口生活統計班�
　　　　　☎０９５（８９５）２２２５�

市
民
公
開
講
座

市
民
公
開
講
座�

テ
ー
マ「
脳
卒
中
の
最
新
治
療
」�

中
対
馬
病
院
事
務
局�

☎
０
９
２
０（
５
４
）２
０
２
４�

� 市
民
公
開
講
座

市
民
公
開
講
座�

市
民
公
開
講
座�

動
物
愛
護
の
つ
ど
い

動
物
愛
護
の
つ
ど
い�

〜
ワ
ン
・
ニ
ャ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜�

対
馬
保
健
所
衛
生
環
境
課�

☎
０
９
２
０
（
５
２
）
０
１
６
６�

動
物
愛
護
の
つ
ど
い

動
物
愛
護
の
つ
ど
い�

動
物
愛
護
の
つ
ど
い�

「
事
業
企
画
」

「
事
業
企
画
」募
集
！

募
集
！�

��

長
崎
県
産
業
労
働
部
雇
用
労
政
課�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
７
１
３�

「
事
業
企
画
」

「
事
業
企
画
」募
集
！

募
集
！�

�� 「
事
業
企
画
」募
集
！�

��

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス�

起
業
化
ト
ラ
イ
支
援
事
業�

10月20日は�
『社会生活基本調査』の日�

�

【美術展日程】�
■会期／前期10月11日（水）～15日（日）�
　　　　後期10月17日（火）～22日（日）�
■会場（前期）対馬市交流センター�
　　　（後期）中対馬開発総合センター�
【作品応募方法】�
■部門：洋画、日本画、書道、デザイン、
　　　　彫塑工芸、写真�
■出品資格：対馬市内居住者で、高校生�
　　　　　（または16才）以上の方�
■出品点数：各部門に１人１点とする(自
　　　　　　作未発表のものに限る)�
■申し込み：◎申込期間９月４日～８日�
　　　　　　◎搬入期間９月27日～29日�
　　　　　　◎搬出期間10月24日～26日�
■申込先：下記のどこでお申込いただいて
　　　　　も結構です。ただし搬入搬出は
　　　　　同場所にお願いします。�
・上対馬地区：市教委生涯学習課　　　　　　☎86-3727�
・上　県地区：上県地区生涯学習センター　　☎84-2576�
・　峰　地区：峰地区生涯学習センター　　　☎83-0581�
・豊　玉地区：豊玉地区生涯学習センター　　☎58-0062�
・美津島地区：美津島地区生涯学習センター　☎54-4044�
・厳　原地区：厳原地区生涯学習センター　　☎52-0363�
・全　　　域：市教委文化財課　　　　　　　☎84-2271
　�

対馬市民美術展作品募集�
�
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今
屋
敷
で
建
設
中
の
対
馬
市
交

流
セ
ン
タ
ー
内
に
新
し
く
図
書
館

が
開
館
し
ま
す
。
図
書
の
整
理
や

図
書
の
貸
出
の
補
助
等
を
行
っ
て

い
た
だ
く
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。�

■
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容�

①
図
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
図

書
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
や
図
書
分

類
シ
ー
ル
貼
り
・
図
書
の
分
類

の
補
助
作
業
）�

②
図
書
貸
出
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

　（
図
書
の
貸
し
出
し
、返
却
の
補
助
）�

■
勤
務
時
間�

①
図
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

（
図
書
館
開
館
前
は
、
毎
週
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
の
都
合
の
良

い
時
間
で
、
図
書
館
開
館
後
は
、

毎
週
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
午

前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
の

都
合
の
良
い
時
間
（
た
だ
し
金

曜
日
は
午
前
11
時
か
ら
午
後
７

時
ま
で
）�

②
図
書
貸
出
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
図
書
館
開
館
後
に
、
毎
週
火

曜
日
か
ら
日
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
の
都
合
の

良
い
時
間（
た
だ
し
、金
曜
日
は

午
前
11
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
）�

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ�

〒
8
1
7
‐
0
0
1
3
�

対
馬
市
厳
原
町
中
村
6
4
4
番
地

対
馬
市
厳
原
地
区
公
民
館（
対
馬
市

厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）�

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

F
A
X
０
９
２
０（
５
２
）０
３
３
３�

�������

　
ク
レ
ー
ン
等
の
安
全
規
則
に
お

い
て
は
、
つ
り
上
げ
荷
重
が
５
ト

ン
未
満
の
ク
レ
ー
ン
及
び
つ
り
上

げ
荷
重
が
５
ト
ン
以
上
の
跨
線
テ

ル
ハ
の
場
合
、「
特
別
教
育
を
修
了

し
た
者
」
で
な
け
れ
ば
運
転
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
当
支
部
で
は
、

標
記
特
別
教
育
の
開
催
を
、
９
月

末
か
10
月
初
め
に
予
定
し
て
お
り

ま
す
。�

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
下
さ
い
。
※
受
講
希
望
者
が
少

な
い
場
合
は
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

■
問
い
合
わ
せ�

（
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会
対
馬

支
部
　
〒
8
1
7
‐
0
0
1
2
�

対
馬
市
厳
原
町
日
吉
３
０
１
　
　�

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
２
０（
５
２
）１
４
１
７�

F
A
X
０
９
２
０（
５
２
）１
４
１
７�

対
馬
市
厳
原
地
区
公
民
館�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集�

�

（
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部
　�

☎
０
９
２
０（
５
２
）１
４
１
７�

�

ク
レ
ー
ン
取
扱
い
業
務

ク
レ
ー
ン
取
扱
い
業
務�

　
　
　
特
別
教
育
開
催

　
　
　
特
別
教
育
開
催�

�

福
岡
運
輸
支
局
沖
浜
庁
舎（
海
事
関
係
）�

☎
０
９
２（
２
８
１
）４
６
９
６�

�

庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ

庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ�

�
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同
庁
舎
は
、
平
成
18
年
８
月
25

日
を
も
っ
て
閉
鎖
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
行
っ
て
き
た
海
事
関
係
業
務

は
、
九
州
運
輸
局
（
本
局
）
で
引

き
続
き
行
い
ま
す
。�

�

○
九
州
運
輸
局�

〒
8
1
7
‐
0
0
1
3
�

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
丁
目

11
番
1
号
福
岡
合
同
庁
舎
新
館

（
８
階
）�

☎
０
９
２
（
４
７
２
）
２
３
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）�

○
業
務
開
始
日
８
月
28
日
（
月
）�

��

会
場
及
び
日
程�

①
長
崎
（
長
崎
県
美
術
館
）�

　
９
月
16
日
〜
30
日�

　
　
　
　
（
９
月
25
日
休
館
）�

②
佐
世
保
（
佐
世
保
市
博
物
館
島

　
　
　
　
　
瀬
美
術
セ
ン
タ
ー
）�

　
10
月
５
日
〜
15
日�

　
　
　
　
（
10
月
10
日
休
館
）�

③
諫
早
（
諫
早
文
化
会
館
）�

　
10
月
19
日
〜
29
日�

　
　
　
（
10
月
23
日
休
館
）�

主
催
：
長
崎
県
・
県
教
育
委
員
会

・
県
美
術
協
会
・
県
文
化
団
体
協

議
会�

　長崎県警では、９月中を「行方不明者捜索強化月間」として、事故などで不幸にして亡くなられ、身
元がわからない方の家族を捜す活動を強化します。�
　身内の方で家出したり、行方がわからないなど安否を気遣っておられる方は、警察本部またはお近く
の警察署へお気軽にご相談ください。�
　★連絡先★　警察本部鑑識課（☎　０９５－８２０－０１１０　内線４６３４、４６３５）　�
　　　　　　　対馬北警察署刑事生活安全課・鑑識係（☎　０９２０－８４－２１１０）�
　　　　　　　対馬南警察署刑事生活安全課・鑑識係（☎　０９２０－５２－０１１０）�

日時：９月９曰（土）　午後２時～午後５時�

場所：上対馬総合センター　文化ホール�

主催：対馬市医師会・対馬保健所・対馬市消防本部�

　９月９日は「救急の日」です。この日を含
む１週間を「救急医療週間」として、全国各
地において救急に関するさまざまな行事が実
施されます。�
　対馬でも、この行事の一環として標記シン
ポジウムを開催します。日常生活で遭遇する
救急医療について、専門家の先生方が分かり
やすくお話しされます。�
　皆様とともに対馬の救急医療について考え
ていきたいと思います。�
　皆様お誘いあわせのうえお気軽にご参加く
ださい！（入場無料）�

対馬の救急医療を考える会�
　　　　　シンポジウム」開催!

＝９月は「行方不明者捜索強化月間」＝�
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（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

比
田
勝
　
松
永
　
利
夫
　
70
歳

御
　
園
　
春
田
　
イ
セ
　
92
歳

志
多
賀
　
長
野
ミ
サ
ヱ
　
75
歳

津
　
柳
　
小
松
シ
ゲ
子
　
78
歳

吉
　
田
　
中
村
　
久
雄
　
80
歳

　
廻
　
　
中
庭
　
誠
次
　
59
歳

唐
　
洲
　
藤
川
　
良
人
　
67
歳

佐
　
保
　
長
郷
　
　
肇
　
83
歳

賀
　
谷
　
田
上
キ
ワ
子
　
75
歳

新
鴨
居
瀬
　
中
島
　
輝
男
　
82
歳

根
　
緒
　
國
分
　
　
保
　
79
歳

細
浦
飛
渡
　
幸
山
　
春
江
　
81
歳

尾
　
崎
　
花
屋
　
勝
實
　
82
歳

洲
　
藻
　
石
井
　
　
清
　
85
歳

芦
　
浦
　
平
尾
ヨ
シ
子
　
85
歳

久
田
道
　
村

　
清
人
　
85
歳

佐
須
瀬
　
初
村
　
吉
久
　
80
歳

東
　
里
　
小
田
　
信
義
　
76
歳

久
　
田
　
星
野
　
妙
子
　
46
歳

久
根
浜
　
齋
藤
　
春
枝
　
78
歳

　
曲
　
　
梅
野
タ
マ
ヱ
　
86
歳

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の

際
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た

方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
６
月
21
日
〜
７
月
20
日
受
付
分
）�

交通事故情報� 平成18年7月31日現在�

区　　分� 対馬南署管内�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

対馬北署管内�対馬市全体�

安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

42�
-6�
0�
0�
55�
-7

3�
-5�
0�
-1�
5�
-3

45�
-11�
0�
-1�
60�
-10

■登記相談を実施します■�

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

【社協　美津島支所】☎ 54‐2429４日（月）�

大出夏海弁護士�
（対馬ひまわり基金法律事務所）�

【社協　美津島支所】☎ 54‐242925日（月）�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

九弁連弁護士�

九弁連弁護士�

【社協　厳 原 支 所】☎ 52‐116911日（月）�

峰保健福祉センター�

厳原地区公民館�

20日（水）�

■９月の無料法律相談�

日　程� 会　　　場� 担 当 相 談 員�

９月５日（火）� 厳原地区公民館２Ｆ第１研修室� 佐伯　利之、永尾　五助�

12日（火）� 上県町地域福祉センター� 阿比留利男、岡野　利雄�

19日（火）� 厳原地区公民館２Ｆ第１研修室� 村岡　月子、横尾　悦代�

26日（火）� 上県町地域福祉センター� 廣澤　秀夫、佐伯　正發�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

■９月の心配ごと相談�

■問い合せ先…対馬市社会福祉協議会 地域福祉班 ☎0920－58－1432

※相談の時間は午前10時～午後３時30分�
※受付は当日会場で受け付けます。先着順で相談を受けます。�
※当日相談員が変更となる場合があります。ご了承下さい。�

社会福祉協議会からのお知らせ

　先月号20ページの「心配ごと
相談」の中で、記載に誤りがあり
ました。�
　関係者の皆様に衷心よりお詫び
申し上げます。（敬称略）�
�
【正】阿比留利男　【誤】阿比留年男�

【正】阿比留義教　【誤】佐伯　義教�

九弁連弁護士�

【社協　峰　支　所】☎ 83‐0294

■相 談 日：平成18年９月20日（水）�

■場　　所：上対馬総合センター�

■相談時間：午前10時～12時、�

　　　　　　午後１時～午後３時�

お 詫 び と 訂 正 �

長崎地方法務局対馬支局�
☎0920‐52‐6463

診療時間　９：00～14：00（急患のみ）�

● 日曜・休日救急医療在宅当番医●�

９月３日�

 10日�

17日�

18日�

23日�

24日�

東 島 医 院 �

す と う 内 科 医 院 �

山 上 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

仁 田 診 療 所 �

三 根 診 療 所 �

東 島 英 孝 �

主 藤 久 次 �

山 上 　 睦 �

武 林 幸 子 �

吉 田 一 郎 �

塩 見 秀 明 �

（ 厳 原 ）�

（ 厳 原 ）�

（ 仁 位 ）�

（ 佐 賀 ）�

（ 仁 田 ）�

（ 三 根 ）�

日　程� 診　　療　　所　　名� 医　師　名�

8月28日（月）から9月3日（日）�
午前8時30分から�
午後6時30分まで�

ただし、土、日は午前10時から
午後5時まで　　　　　　　　�

長崎地方法務局  長崎県人権擁
護委員連合会�

全国一斉
「子どもの人権110番」

強化週間

全国一斉
「子どもの人権110番」

強化週間

子どもの人権110番�
0570（070）110�

�

子どもの人権110番�
0570（070）110�

�

「悩みや疑問があったら話を聞かせて�
ください。1人で悩まないで電話してね」�
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

�

第1・2・3（水）�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第１・３（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第１（月）�

�

第３（土）�

12�

�

6・13・20�

�

6・13・20・27�

�

8�

�

6・20�

�

�

6・13・20・27�

�

4�

�

16

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃11:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

14:00̃17:00まで�

�

9:00̃15:30まで�

☆…予約制となります。�
�
★…内科医の紹介により診療予約
　　となります。�
�
◎特別診療のうち、長崎大学、国
　立病院長崎医療センター応援に
　つきましては、空路欠航等によ
　り診療を中止する事があります
　ので、事前に確認下さいますよ
　うお願いします。�

皮膚科…毎週月曜日から金曜日診療�

　　　　ただし、９/13（水）休診�

内科、外科、小児科、整形外科�

　　　…月曜日から金曜日まで毎日診療�

�

※１☆印は診療科（内科）よりの予約患者様のみ

　　の診療を行っております。�

　２空路欠航の場合は他の医師が代診致します。�

　３予防接種について、薬の常備がない場合も

　　ありますので、電話等でお問い合わせくだ

　　さい。�

　４透析診療については、月曜日～土曜日まで

　　午前中に診療しますので、お問い合わせく

　　ださい。�

　５予約制で事業所健診・社会保険生活習慣病

　　予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

�

�

第１（金）�

第３（金）�

�

�

第２（木）�

第４（木）�

第２（月）�

�

毎週（木）�

第４（金）�

�

�

�

毎週（月・火・木）�

予約にて受付けています。�

5・12・19・26�

6・13・20・27

22�

�

1・15�

�

�

�

14・28�

�

11�

�

7・14・21・28

8：30～11：00�

�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

�
�
☆�
�
☆�

耳 鼻 咽 喉 科 �
�
脳 神 経 外 科 �
�
泌 尿 器 科 �
�
眼 科 �
�
神 経 内 科 �
�
循 環 器 科 �
�
言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（長 崎 大 学 病 院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。�
第９～10集：１冊300円、第12～19集：１冊400円�

お知らせ�

小脳梗塞�

肝臓がんの外科治療�

はしかと予防接種�

原田病�

口臭�

分娩時の大出血　その①　癒着胎盤�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

【長　崎】（０９５）８２６‐５５１１�
【佐世保】（０９５６）２３‐４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。�
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが３分間�
　流れます。�
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。�
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。�

長崎県保険医協会�
〒850‐0056　長崎市恵美須町2‐3‐2F�
TEL 095‐825‐3829／FAX 095‐825‐3893�
URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�
24時間電話で健康をお届けします�

☆�

�

☆�

�

�

�

�

�

�

★�

血 液 内 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

皮 膚 科 �

�

�

糖 尿 病 外 来 �

�

不 妊 症 外 来 �

�

思 春 期 外 来 �

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�

�

（守　崎　勝　悟）�

�

（長崎医療センター）�

�

（中 対 馬 病 院）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

�

（津　村　圭　介）�

�

（長崎県立精神医療センター）�

２
０
０
６
年
９
月  

テ
レ
ホ
ン
テ
ー
マ�

4・5・7・11・12・14�

19・21・25・26・28

第2・第4（火）�
�

第１（火）�

12・26�
�
5

予 防 接 種 �
�
補 聴 器 外 来 �
�
内 視 鏡 �

13：30～�
�
9：00～�
�
8：30～11：00

  9:00̃15:00まで�第４（水）� 27 8:30̃11:00
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　内閣府と大阪府が募集した食育推進の標語募集で、

親愛保育園児の日a健仁くん（6歳）が応募した「い

ただきます　みんなでたべたら　おいしいね」の標語

が、子ども向けの部（全国から2049件応募）で最優秀

賞に選ばれ、６月24日に大阪で開催された第１回食育

推進全国大会で、猪口邦子内閣府特命担当大臣から表

彰を受けました。

　この標語は１年程前、佐須奈の祖父母の家に泊まり、

健仁君家族ら７人で食事をした時、とても楽しい食事

ができ自然にこの言葉を思いついたそうです。

　健仁くんに受賞の感想を聞いたところ、「大臣から

表彰状をもらって嬉しかったです。それにお父さんや

お母さんに褒められてとても嬉しかったです。」と笑

顔でしっかり答えてくれました。

日 健仁くんが食育標語で最優秀賞受賞�

表彰状を手に笑顔の日 健仁くん�

　７月24日、厳原町で恒例の地蔵盆が行われました。町内にま

つられているお地蔵さんを供養し、子供の健やかな成長を願っ

て行われているものです。

　夕方になると浴衣に着替えた子どもたちや親子づれが、車両

通行止めとなった路地を練り歩きながら、飾り付けられた街角

のお地蔵さんを巡り、手を合わせていました。

　地元の人によれば地蔵盆には不思議と雨が降らないそうです。

お地蔵さんのごりやくでしょうか、この日昼間降っていた雨も

夕方には小雨となり、

最初は少なかった人

出も次第に多くなっ

ていきました。子ど

もたちにとって、夏

休み最初の楽しい思

い出となったことで

しょう。

子どもたちの健やかな成長を願って�

　
７
月
19
日
、

上
対
馬
町
の
比

田
勝
保
育
所
で
、

韓
国
ソ
ウ
ル
の

陶
芸
家
ホ
ン
　

チ
ュ
ビ
ョ
さ
ん

に
よ
る
陶
芸
作

品
制
作
の
お
披
露
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
、
粘

土
を
ろ
く
ろ
で
回
し
、
茶
碗
や
皿
な

ど
思
い
思
い
の
作
品
を
制
作
し
ま
し

た
。

　
ホ
ン
さ
ん
は
、
同
保
育
所
で
行
わ

れ
て
い
る
定
例
の
茶
道
教
室
に
招
か

れ
た
も
の
で
す
。

　
園
児
達
は
次
々
に
出
来
上
が
る
作

品
を
見
て
「
魔
法
の
手
だ
」
と
大
喜

び
で
し
た
。

けん  と�

けん と

ろ
く
ろ
に
園
児
興
奮�

　
　
比
田
勝
保
育
所(

上
対
馬
町)

けん と


